
み ち し る べ

ラ
ジ
オ
か
ら
、
流

れ
る
大
工
・
専
門
業

者
募
集
の
Ｃ
Ｍ
。
建

設
現
場
で
働
く
人
手

不
足
は
、
深
刻
に
な

っ
て
き
た
。
団
塊
の

世
代
が
、
引
退
し
て

い
く
こ
と
で
減
る
勢
い
が
加
速
し

て
い
る
▼
二
十
二
年
振
り
に
前
に

勤
め
て
い
た
会
社
か
ら
電
話
が
鳴

っ
た
、
実
家
に
電
話
を
掛
け
、
携

帯
電
話
の
番
号
を
教
え
て
も
ら
っ

た
ら
し
い
。
社
寺
屋
根
専
門
の
こ

の
会
社
は
全
国
規
模
で
出
張
が
多

い
、
何
日
か
手
伝
っ
て
欲
し
い
と

の
事
だ
っ
た
が
、
お
断
わ
り
し

た
。
従
業
員
が
辞
め
て
か
ら
仕
事

を
こ
な
す
の
に
精
一
杯
で
、
無
理

だ
か
ら
だ
。
周
り
に
迷
惑
を
か
け

る
訳
に
は
い
か
な
い
▼
求
職
者
の

学
生
を
対
象
と
し
た
調
査
で
、
就

労
に
あ
た
っ
て
重
視
す
る
点
の
一

位
が
給
与
・
年
収
、
二
位
が
福
利

厚
生
の
充
実
そ
し
て
、
三
位
は
仕

事
の
や
り
が
い
で
あ
る
。
休
日
よ

り
も
、
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
が

三
位
で
あ
る
▼
従
業
員
募
集
の
広

告
を
出
し
た
が
、
反
応
は
鈍
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
成
し
、
ど
ん

な
作
業
内
容
か
観
覧
出
来
る
様

に
、
モ
バ
イ
ル
に
も
対
応
し
若
い

世
代
が
見
て
く
れ
る
事
を
期
待
し

て
い
る
が
、
メ
ー
ル
や
電
話
の
問

い
合
わ
せ
は
、
私
が
意
図
し
て
い

た
も
の
と
は
、
少
し
違
っ
て
仕
事

の
依
頼
や
相
談
が
増
え
て
い
る
、

皮
肉
に
も
従
業
員
を
増
や
す
前
に

▼
今
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
海
外

の
職
人
さ
ん
と
も
交
流
も
し
て
い

て
、
興
味
深
い
仕
事
が
画
像
を
通

し
て
伝
え
て
く
る
。
魅
力
の
あ
る

仕
事
、
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事

は
、
先
ず
は
自
ら
発
信
し
な
く
て

は
・
・
・

Ｍ
・
Ｍ

( 1 )

【
労
働
対
策
部
発
】
労
動
保

険
に
加
入
し
て
い
ま
す
か
。
人

を
１
人
で
も
雇
用
し
た
ら
、
労

災
保
険
・
雇
用
保
険
の
加
入
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
特
に
事
業
を
営
む
事

業
主
や
役
員
、
事
業
主
と
同
居

の
親
族
、
一
人
親
方
の
方
は
、

労
災
の
「
特
別
加
入
」
に
加
入

し
て
い
な
け
れ
ば
、
仕
事
中
の

ケ
ガ
な
ど
、
何
の
補
償
も
あ
り

ま
せ
ん
。

労
災
保
険
は
、
み

な
さ
ん
の
労
災
事
故
保
障
と
、

事
業
・
家
族
を
守
る
大
切
な
制

度
で
す
。

建
設
業
の
労
災
保
険
・
雇
用

保
険
は
、
東
京
土
建
で
加
入
し

ま
し
ょ
う
。

今
年
の
更
新
は
、
以
下
の
よ

う
に
行
い
ま
す
。
詳
細
に
つ
い

て
は
、
送
付
す
る
個
別
の
ご
案

内
を
参
照
く
だ
さ
い
。

な
お
、
新
規
に
つ
い
て
は
随

時
受
け
付
け
ま
す
。

☆
手
続
き
受
付
期
間

○
一
人
親
方･

･
･

３
月
15
・
16

日
、
26
・
27
日

○
事
業
所(

完
全
予
約
制)

･
･･

４
月
16
〜
20
日
、
22
〜
24
日

※
受
付
時
間
は
い
ず
れ
も

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

午
後
１
時
〜
３
時

※
会
場
は
い
ず
れ
も
、
支
部

会
館
２
階

※
事
業
所
の
特
別
加
入
・
一

人
親
方
で
、
金
額
変
更
や
脱
退

を
す
る
場
合
は
、
３
月
中
に
手

続
き
が
必
要
で
す
。

※
賠
償
保
険
は
、
売
上
が
分
か

る
書
類
（
収
支
内
訳
書
や
決
算

書
な
ど
）
が
な
い
と
更
新
手
続

き
が
取
れ
ま
せ
ん
。

【
仕
事
対
策
部
発
】
市
民
や

関
係
諸
団
体
な
ど
の
会
員
か
ら

の
住
宅
相
談
の
受
け
皿
と
し

て
、
支
部
住
宅
セ
ン
タ
ー
が
あ

り
ま
す
。
運
動
的
な
面
も
持
ち

合
わ
せ
た
「
住
宅
セ
ン
タ
ー
」

で
は
あ
り
ま
す
が
、
市
民
な
ど

に
喜
ば
れ
る
や
り
が
い
あ
る
住

宅
セ
ン
タ
ー
で
す
。

２
０
１
６
年

９
月
に
あ
ら
た

に
ス
タ
ー
ト
を

切
っ
た
「
住
宅

セ
ン
タ
ー
」
の

会
員
募
集
を
行

っ
て
い
ま
す
。
随
時
、
募
集
を

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
登
録
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
（
問
い
合

わ
せ
は
支
部
ま
で
）
。
同
時

に
、
三
鷹
市
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

セ
ン
タ
ー(

三
鷹
市
と
協
定
を
結

ん
で
い
る
事
業)

の
会
員
も
募
集

し
ま
す
。

※
東
京
土
建
の
他
、
建
設
ユ

ニ
オ
ン
・
武
蔵
野
建
設
・
三
鷹

商
工
会
に
所
属
し
て
い
る
こ

と
。
三
鷹
市
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

セ
ン
タ
ー
へ
の
登
録
に
は
、
支

部
の
住
宅
セ
ン
タ
ー
会
員
で
あ

り
、
三
鷹
市
在
住
か
三
鷹
市
に

会
社
が
あ
る
組
合
員
が
対
象
と

な
り
ま
す
。

【
麻
生
嶋
初
枝
副
執
行
委
員

長
記
】
「
安
倍
９
条
改
憲
許
さ

な
い
３
０
０
０
万
人
署
名
」

は
、
戦
争
法
を
な
く
し
た
い
！

オ
ー
ル
市
民
の
会
が
中
心
と
な

り
、
三
鷹
武
蔵
野
支
部
も
一
緒

に
取
り
く
ん
で
い
ま
す
。

２
月
４
日
（
日
）
に
「
平
和

が
い
い
ね
！
」
と
吉
祥
寺
の
街

を
ピ
ー
ス
パ
レ
ー
ド
し
た
あ

と
、
吉
祥
寺
駅
を
中
心
に
９
ヶ

所
に
分
か
れ
て
３
０
０
０
万
人

署
名
を
行
い
ま
し
た
。
１
４
３

人
が
参
加
し
て
２
２
６
筆
が
集

ま
り
ま
し
た
。
改
憲
議
論
は
い

よ
い
よ
実
現
す
る
と
き
を
迎
え

て
い
ま
す
。

２
０
１
３
年
、
特
定
秘
密
保

護
法
は
強
行
採
決
、
成
立
へ
。

２
０
１
４
年
、
閣
議
決
定
に

よ
り
戦
後
70
年
続
い
た
専
守
防

衛
か
ら
集
団
的
自
衛
権
の
行
使

を
認
め
る
解
釈
変
更
が
な
さ

れ
、
２
０
１
５
年
、
集
団
的
自

衛
権
行
使
を
認
め
る
安
保
関
連

法
が
強
行
採
決
、
成
立
。
専
守

防
衛
の
自
衛
隊
か
ら
海
外
で

武
力
行
使
の
で
き
る
自
衛
隊

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

２
０
０
３
年
、
イ
ラ
ク
戦

争
に
日
本
は
自
衛
隊
を
派
遣

し
ま
し
た
が
自
衛
隊
が
海
外

に
出
て
行
っ
て
米
軍
と
一
体

と
な
っ
て
武
力
行
使
は
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
ア

メ
リ
カ
は
日
本
政
府
に
圧
力
を

く
わ
え
、
日
本
政
府
は
そ
れ
に

こ
た
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

改
憲
を
企
て
る
狙
い
は
９
条

１
項
、
２
項
の
改
憲
に
あ
り
ま

す
。
憲
法
を
踏
み
に
じ
る
流
れ

に
危
機
感
を
感
じ
た
知
識
人
が

２
０
０
４
年
６
月
１
日
に
９
条

の
会
を
発
足
。
「
日
本
国
憲
法

を
守
る
」
の
一
点
で
手
を
つ
な

ぎ
、
改
憲
の
企
て
を
阻
止
！
！

と
ア
ピ
ー
ル
。
そ
し
て
３
０
０

０
万
人
署
名
に
と
続
い
て
い
る

の
で
す
。
２
０
１
７
年
、
共
謀

罪
が
成
立
。
４
年
あ
ま
り
の
あ

い
だ
に
悪
法
を
矢
継
ぎ
早
に
強

行
成
立
さ
せ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
は
す
べ
て
ア
メ
リ
カ
い
い
な

２０１８年３月１０日
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３
・
４
月
の
主
な
日
程

〜

３
月

〜

18
日(

日)

集
団
健
診

※
駅
宣
＝

22
日

〜

４
月

〜

３
日(

火)

書
記
局
会
議

※
事
務
所
が
閉
ま
り
ま
す
。

５
日(

木)

常
任
執
行
委
員
会

６
日(

金)

執
行
委
員
会

８
日(

日)

支
部
大
会

14
日(

土)

活
動
者
会
議

※
駅
宣
＝
２
・
24
日

駅
宣
は
時
間
・
場
所
の
確
認
を

り
の
戦
争
準
備
の
法
案
で
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。

９
条
は
戦
争
放
棄
〜
戦
力
の
保

持
、
国
の
交
戦
権
は
こ
れ
を
認
め

な
い
。
１
項
２
項
に
安
倍
首
相
は

３
項
を
加
え
る
と
い
い
ま
す
。
法

律
は
あ
と
か
ら
で
き
た
法
が
、
前

項
よ
り
勝
る
の
で
す
。
９
条
の
１

項
２
項
の
効
力
が
な
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
日
本
会
議
と
安
倍
首

相
の
企
み
は
「
加
憲
」
。
憲
法
の

前
文
に
は
日
本
だ
け
で
は
な
く
、

全
世
界
の
国
民
に
平
和
に
生
存
す

る
権
利
、
主
権
は
国
民
に
存
す

る
。
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

憲
法
は
ほ
ん
と
う
に
素
晴
ら
し

い
。
勤
労
通
信
大
学
で
学
び
ま
し

た
。
こ
れ
は
み
な
さ
ん
に
も
ぜ
ひ

学
ん
で
ほ
し
い
憲
法
コ
ー
ス
。
被

爆
国
日
本
だ
か
ら
こ
そ
、
全
世
界

に
戦
争
、
核
の
恐
ろ
し
さ
を
訴
え

る
べ
き
は
安
倍
首
相
の
責
任
な
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

私
た
ち
の
大
先
輩
で
あ
る
出
島

艶
子
さ
ん
は
広
島
で
被
爆
し
た
と

き
に
飛
び
散
っ
た
ガ
ラ
ス
の
破
片

が
身
体
じ
ゅ
う
に
入
っ
た
ま
ま
今

月
お
亡
く
な
り
に
な
り
ま
し
た
。

91
歳
で
し
た
。
戦
争
の
残
虐
さ
、

核
の
恐
ろ
し
さ
を
伝
え
る
語
り
部

を
長
年
や
っ
て
こ
ら
れ
た
方
で
し

た
。安

倍
改
憲
は
絶
対
許
し
て
は
い

け
な
い
。
平
和
な
日
本
、
世
界
で

な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
３
０
０
０

万
人
署
名
を
も
っ
と
も
っ
と
広
げ

て
大
き
な
流
れ
に
し
て
い
き
ま
し

ょ
う
。

﹇
と

き
﹈
５
月
６
日
（
日
）

﹇
と
こ
ろ
﹈
茨
城
県
石
岡
市
「
朝

日
里
山
学
校
」
周
辺

﹇
集

合
﹈
①
武
蔵
野
中
央
公
園

前
（
７
時
45
分
）
②
三
鷹
駅
北
口

（
７
時
30
分
）
③
三
鷹
市
役
所

（
７
時
30
分
）

※
参
加
者
数
や
集
合
場
所
の
希

望
集
約
内
容
に
よ
っ
て
、
２
箇
所

に
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

﹇
参
加
費
﹈
●
大
人
（
中
学
以

上
）
２
５
０
０
円
●
小
学
生
１
０

０
０
円
●
幼
児
（
未
就
学
）
０
円

※
親
子
勢
ぞ
ろ
い
で
の
参
加
に

つ
い
て
は
、
合
計
か
ら
１
０
０
０

円
割
引
き
。

※
必
ず
申
込
書
に
て
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

※
参
加
費
は
、
事
前
の
入
金
を

基
本
と
し
ま
す
。
お
申
し
込
み
の

際
に
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

﹇
内

容
﹈
①
田
植
え
作
業

②
ミ
ニ
企
画
『
陶
芸
教
室
』

③
昼
食
は
カ
レ
ー
ラ
イ
ス

※
参
加
者
に
は
あ
ら
た
め
て
案

内
を
送
付
し
ま
す
。



み ち し る べみ ち し る べ ( 2 )

【
井
の
頭
分
会

田
村
藤
作

副
分
会
長
記
】
井
の
頭
地
区
の

良
い
と
こ
ろ
は
自
然
が
豊
か
な

と
こ
ろ
で
す
。
そ
の
要
因
は
玉

川
上
水
に
あ
る
と
思
い
ま
す
の

で
、
玉
川
上
水
の
由
来
を
少
し

述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
上
水
は
江
戸
市
中
へ
の

水
の
供
給
を
目
的
と
し
（
承
応

２
年
）
１
６
５
３
年
に
玉
川
兄

弟
に
よ
っ
て
築
か
れ
ま
し
た
。

新
田
開
発
地
の
生
活
用
水
や

古
村
へ
の
農
業
用
水
を
補
給
す

る
た
め
に
約
30
か
所
で
分
水
さ

れ
、
本
来
地
表
水
に
乏
し
い
武

蔵
野
台
地
へ
人
工
河
川
に
よ
る

安
定
し
た
水
供
給
が
可
能
と
な

り
ま
し
た
。
江
戸
・
東
京
の
発

展
を
支
え
た
歴
史
的
土
木
施

設
、
遺
構
と
し
て
平
成
15
年
に

国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
ま
し

た
。玉

川
上
水
の
長
さ
は
43
キ
ロ

程
。
江
戸
の
水
不
足
の
解
消
の

為
、
明
治
時
代
に
ま
と
め
ら
れ

た
「
武
蔵
国
北
多
摩
郡
」
皇
国

地
誌
に
は
牟
礼
村
、
水
田
の
中

を
三
筋
に
分
か
れ
、
明
治
10
年

頃
に
は
約
18
万
平
方
メ
ー
ト
ル

の
田
畑
を
潤
し
て
い
た
と
記
さ

れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
現
在
、
玉
川
上
水
の

土
手
に
は
日
本
古
来
の
在
来
植

物
が
自
生
し
、
井
の
頭
地
区
・

牟
礼
地
区
の
オ
ア
シ
ス
と
し
て

息
づ
い
て
い
ま
す
。

【
新
川
中
原
分
会

千
葉
た
か

子
記
】
パ
ン
ダ
の
観
覧
券
を
申
し

込
ん
だ
ら
、
全
て
ハ
ズ
レ
！
「
厳

正
な
抽
選
を
行
い
ま
し
た
結
果
、

残
念
な
が
ら
観
覧
券
を
ご
用
意
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
」
と
。

し
か
し
２
月
か
ら
観
覧
が
先
着

順
に
。
早
速
行
っ
て
き
ま
し
た
。

朝
日
を
見
な
が
ら
出
か
け
た

ら
、
上
野
に
着
い
た
の
が
８
時
30

分
。
開
園
の
時
間
が
9
時
30
分
。

１
時
間
入
園
ま
で
並
ん
で
入
園
料

を
お
支
払
い
し
て
今
度
は
整
理

券
。
整
理
券
が
９
時
30
分
か
ら
10

時
ま
で
の
整
理
券
。
忙
し
く
並
ん

で
・
・
・
よ
う
や
く
逢
う
事
が
出

来
ま
し
た
。
カ
ワ
イ
イ
。

観
覧
時
間
は
１
〜
２
分
．
見
ら

れ
る
・
見
ら
れ
な
い
は
、
運
・
不

運
に
あ
り
ま
す
。
か
わ
い
ら
し
い

シ
ャ
ン
シ
ャ
ン
の
姿
、
ぜ
ひ
見
に

行
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。

久
し
ぶ
り
に
動
物
園
に
行
っ
た

の
で
色
ん
な
動
物
と
も
出
逢
っ
て

き
ま
し
た
。

お
父
さ
ん
パ
ン
ダ
と
は
何
時
間

で
も
出
逢
い
が
あ
り
ま
す
よ
。

第
２
次
安
倍
政
権

の
５
年
間
、
私
た
ち

の
暮
ら
し
が
改
善
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
を

示
す
の
が
可
処
分
所

得
。実

収
入
か
ら
税
金

・
社
会
保
険
料
を
除

い
た
可
処
分
所
得

は
、
２
０
０
０
年
初

め
は
一
世
帯
平
均
月

40
万
円
（
総
世
帯
の

う
ち
勤
労
者
世
帯
）

を
超
え
て
い
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
こ
数
年
は

39
万
円
を
割
り
込
み
、
下
落
傾

向
が
続
い
て
い
ま
す
。
消
費
支

出
の
中
の
飲
食
費
の
割
合
を
示

す
エ
ン
ゲ
ル
係
数
も
安
倍
政
権

発
足
以
降
、
22
・
６
％
か
ら
24

・
４
％
へ
増
加
。
「
食
べ
て
い

く
こ
と
で
精
い
っ
ぱ
い
」
と
い

う
層
が
増
え
て
い
る
こ
と
を
示

し
て
い
ま
す
。

そ
の
一
方
、
企
業
の
内
部
留

保
は
毎
年
20
兆
円
以
上
積
み
上

が
り
、
２
０
１
６
年
度
に
は
４

０
０
兆
円
を
突
破
し
ま
し
た
。

２０１８年３月１０日第３６号

◇
木
造
建
築
物
の
組
立
て
等
作
業
主
任
者

[

と
き]

６
月
14･

15
日

◇
足
場
の
組
立
等
作
業
主
任
者

[

と
き]

４
月
10･

11
日

◇
型
枠
支
保
工
の
組
立
て
等
作
業
主
任
者

[

と
き]

６
月
９･

10
日

◇
建
築
物
の
鉄
骨
の
組
立
て
等
作
業
主
任
者

[

と
き]

７
月
３･

４
日

◇
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
作
物
の
解
体
等
作
業
主
任
者

[

と
き]

７
月
11･

12
日

◇
職
長
・
安
全
衛
生
責
任
者
教
育

[

と
き]

①
４
月
５･

６
日
、
②
５
月
８･

９
日

◇
酸
欠
・
硫
化
水
素
作
業
主
任
者

[

と
き]

６
月
27
〜
29
日

◇
特
定
化
学
物
質
作
業
主
任
者

[
と
き]

６
月
12･

13
日

今
月
の
主
な
講
習
会
を
ご

案
内
し
ま
す
。
受
講
場
所

・
受
講
料
な
ど
詳
し
く
は

支
部
ま
で
お
問
合
せ
を
。

【
清
水
雄
一
郎
書
記
記
】
今

年
の
２
月
よ
り
、
三
鷹
武
蔵
野

支
部
に
勤
務
し
て
お
り
ま
す
、

清
水
雄
一
郎
と
申
し
ま
す
。

趣
味
は
野
球
観
戦
と
映
画
観

賞
で
、
野
球
は
高

校
野
球
か
ら
メ
ジ

ャ
ー
リ
ー
グ
ま

で
、
映
画
は
和
洋

・
ジ
ャ
ン
ル
を
問

わ
ず
昭
和
50
年
代

の
古
い
作
品
を
ゆ

っ
た
り
鑑
賞
す
る

の
が
好
き
で
す
。

東
京
土
建
の
書
記
局
に
入
る

ま
で
は
、
印
刷
業
界
で
チ
ラ
シ

広
告
・
冊
子
等
の
デ
ー
タ
作

成
、
チ
ェ
ッ
ク
を
行
っ
て
お
り

ま
し
た
の
で
、
印
刷
や
印
刷
デ

ー
タ
の
知
識
で
は
お
役
に
立
て

る
こ
と
が
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。初

め
て
知
る
こ
と
ば
か
り
で

日
々
学
ぶ
こ
と
も
多
い
で
す

が
、
謙
虚
な
気
持
ち
と
元
気
を

忘
れ
ず
に
、
経
験
も
活
か
し
な

が
ら
、
一
日
も
早
く
仕
事
を
覚

え
て
皆
さ
ん
の
お
役
に
立
て
る

よ
う
頑
張
り
ま
す
。
何
で
も
や

り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

【
社
会
保
障
対
策
部

発
】
新
保
険
証
は
３
月
23

日
の
社
会
保
障
対
策
部
会

に
て
各
分
会
に
配
布
し
ま

す
。
分
会
の
保
険
証
交
換

会
の
日
程
を
確
認
し
て
下

さ
い
。
分
会
に
所
属
さ
れ

て
い
な
い
組
合
員
は
支
部

会
館
ま
で
取
り
に
来
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。

今
月
募
集
の
あ
る
「
求
人
」
を
ご
紹
介
し
ま

す
。※

こ
の
求
人
・
求
職
欄
に
掲
載
希
望
の
方

は
、
支
部

事
務
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

[

募
集
職
種]

配
水
管
設
備
工

[

働
き
方]

社
員

[

募
集
人
数]

１
人

[

条
件]

普
通
免
許

[

事
業
所]

山
中
商
事
（
株
）

三
鷹
市
下
連
雀
２-

22-

12

[

電
話]

０
４
２
２
―
４
８
―
７
０
１
９

玉川上水 まつかげ橋より撮影


